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暮らしの中の発想

小特集

母の教えから発明少年に

私の母親は教育熱心な人で，教

育方針に関するこだわりがいくつ

かありました。その一つが「結果

でなく，プロセスを褒める」こと

です。こういう場合はこうやるん

だよというプロセスを教わりまし

たが，結果がうまくいかなかった

ことで，母に叱られた記憶はあり

ません。プロセスを褒められてい

るうちに，多くの受賞を重ねまし

た。もう一つが「不思議だなと思

うことは大事にしなさい。そこに

何かが潜んでいるよ」ということ

でした。最後に「分からなければ

辞書を引きなさい。辞書を引いて

分からなければ，そばにいる人に

ききなさい。分かるまで質問しな

さい」ということでした（写真1）。

中学一年の理科の授業で「富士

山頂ではお米がうまく炊けない」

ことを習ったので，早速母の教え

を守って，理科の先生を質問攻め

にしました。富士山は 3776mの

日本最高峰で，大気の圧力が低く，

水の沸点が低くなります。当時は

いい圧力釜がなく，お米がうまく

炊けないと，子供ながらに理解し

ました。私の祖父は大工，父はエ

ンジニアだったので，中学一年時

に科学クラブに入部し，先輩から

多くの実験法を学びました。その

中に蒸溜水を使う実験があり，た

またま蒸溜水の実験で，チョンボ

をして困ったなと思っていまし

た。「困ったな！」という問題意

識がある時，「不思議だな！」と

いう現象に遭遇し，突然私のエン

ジニアの血が騒ぎましだ。そして

「圧力を低くして蒸溜水を作れば，

大量の蒸溜水ができるのでは？」

というアイデアが浮かんだので

す。このアイデアを科学クラブ顧

問の大本峯生先生に投げたとこ

ろ，「面白い，一緒にそのアイデ

アを検証しよう」ということにな

り，その結果，夏休みの科学作品

として完成したのが「減圧蒸溜装

置」です。この作品は読売新聞の

発明工夫展の全国展で優秀賞を獲

得しました。そこで発明・発見に

こだわった中学時代を送り，中学

三年時にはトランジスタ回路を使

い，お風呂の水量や温度を一定に

保つ装置も試作しました。

多湖輝先生，宮城音弥先生との

出会い

高校に入ると受験勉強に忙し

く，発明に費やす時間がなくなり

ましたが，多湖輝先生の「頭の体

操」を愛読し，パズルが好きにな

り（写真 2），そのお陰で数学が

大好きになりました。数学の塾の

新町先生は必ず「別解で解いてき

た人は？」と問う別解指導の達人

でした。当時は矢野健太郎氏の

「チャート式数学」全盛時代だっ
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写真 1 母と私 写真 2 パズルに熱中する私
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たのに，新町先生に指導されたこ

とは幸せでした。ちなみに，フィ

ンランドの教育では別解追及は当

たり前とのことです。

東京工業大学に入学したときの

クラス担任は心理学の宮城音弥先

生でした。宮城先生は翌年 3 月

に退官されたので，彼の最後のク

ラスで一年間，総合講義というデ

ィベートの訓練を受けました。自

分で課題を決め，書籍を調べまく

って，課題解決のための仮説を報

告すると，宮城先生がその仮説に

対する反論をするという先端的講

義でした。宮城先生から徹底的に

論破されて悔しがった私たち学生

が，リベンジとして今度は他の先

生方に議論をふっかけて回りまし

た。川喜田二郎，永井道雄，永井

陽之助，穐山貞登，坂元y，吉田

夏彦，八杉龍一といった先生方が，

快く引き受けて下さいました。い

つもワイワイと議論に余念がない

私たちは，ロボコンで有名な森政

弘先生から「YYG（ワイワイガヤ

ガヤ）チーム」と名づけられまし

た。

心理研創造性研究班の創設

宮城先生の刺激で心理学研究会

というクラブに入りました。ユニ

ークなクラブで，顧問にマジック

好きの多湖輝先生，先輩に世界三

大パズルコレクターとなる芦ヶ原

伸之さんらがいました。私は創造

性研究班を作り，発明や発見につ

ながる創造性テストや心理テスト

の勉強をしました。後に多湖先生

からは日本創造学会の会長職を引

き継ぎ，芦ヶ原氏が集めた 1 万

点余りのパズル NOBコレクショ

ンは最近，私がギャラリー長を務

める JAIST ギャラリーに寄贈さ

れました。不思議なご縁の連鎖が

続いています。

KJ 法との出会い

大学時代の最大の財産は川喜田

二郎先生が東工大教授職を辞して

作った移動大学への参画です。

1969 年 8 ～ 9 月の二週間，日本

中から 108人の有志が集まり，黒

姫高原で自炊のテント生活をしま

した。我々のユニット・リーダー

は牧島信一氏で「現代人の失われ

た創造性を復活するには何をなす

べきか」，KJ法を使って大激論を

しました。牧島氏との縁で講談社

から「問題解決学　KJ法ワーク

ブック」の一部を執筆し，この本

は 23版までつづくベストセラー

になりました。移動大学開催 25

回の人脈は我々の財産となってい

ます。さらに 2008年から我々は

「ミニ移動大学」というフィール

ドワーク教育を実践しています。

常に創造的であるための信念と

日常の工夫

このような経験を持つ私の，発

想に関わる信念と日常の工夫を最

後に紹介しておきます。

①思いついたことは絶対諦めずに

成功するまで行う。するといつ

かは偶然の女神の微笑みを体験

するだろう。

②何事もポジティブに考え，ポジ

ティブに行動する。ただし，計

画時にはありとあらゆる状況を

想定した未来シナリオを作る。

③「ノミュニケーション」を大切

にする。お酒の雰囲気がその人

の本音を晒し出す。雰囲気を楽

しむことが創造的な発想につな

がる。（写真 3）

④ステークホルダー全ての知（デ

ータ，情報，知識）を集める。

360度の角度からの知を集める

ことで，全体像が見える。全体

像を見すえ，時代の流れを俯瞰

する中で判断する。

⑤ガーフィルドの「夢学」を白隠

禅師の「夜船閑話」，「遠羅天釜」

に書かれている内容とマージさ

せ，まとめたのが，次なる「國

藤流夢学発想法」である。

・寝る前に腹式呼吸しながら，必

死で解決したい問題を考える。

・赤ワインをナイトキャップとし

て（写真 4）十分に睡眠を取ると，

明け方にその問題に対する夢を見

る。

・問題を解決できない場合，最初

は怖い夢を見る。

・毎日同じ努力を続けると，夢は

変容していく。

・ある朝解決のヒントの夢を見

る。

・枕元にメモ用紙を置き，その夢

のメモを取る。同時に，メモの内

容を誰かに話す。

・すると，いつかはその内容を実

現できる。

このように，日々の暮らしに根

付いた「國藤流夢学発想法」は夢

の実現をもたらしてくれるのです。

写真 3 ノミュニケーション

写真 4 ナイトキャップ


